「南相馬市除染作業及び除去土壌等の保管管理業務委託」
についての指名型プロポーザル実施要領
１　目的

南相馬市では、市民の健康と安心して生活できる環境を確保するため警戒区域及び計画的避難区域を除く人が日常生活において主に過ごす住宅や事業所等（以下「生活圏」という。）の放射性物質を除去し、除染に伴い発生する土壌等（土壌、草木、ごみ等：以下「除去土壌等」という。）を国が設置する中間貯蔵施設等が設置するまでの期間仮置き場にて保管及び管理を行うことで市民の年間追加被ばく線量を低減することを目的として、南相馬市除染作業及び除去土壌等の保管管理業務を委託事業として実施することとした。

事業者の選定については、経済性に優れただけでなく、除染効果が期待される高い技術力、安全性等に配慮された業務計画策定力、市民への配慮や問合せ対応等渉外力など適切な業務遂行能力を有すると推察される事業者に企画提案など提出していただく指名型プロポーザル方式にて実施する。
２　業務の概要

南相馬市が指定する生活圏の住宅、事業用建物等、道路及び生活圏の森林の除染作業を実施し、除去土壌等の保管とその管理を行う。
また、効果的かつ効率的で安全な除染に関する技術の調査・研究を行い、効果がある場合はその技術を取り入れて除染作業を実施する。

（１）業務名

南相馬市除染作業及び除去土壌等の保管管理業務委託
（２）業務内容

「南相馬市除染作業及び除去土壌等の保管管理業務委託内容説明書」（別紙１のとおり）
（３）履行期間

平成24年2月から平成26年3月末まで
（地方自治法第２３４条の３に基づく長期継続契約）
（４）履行場所

「南相馬市除染作業場所、一時集積所及び仮置き場一覧」（別紙2のとおり）。
（５）事業規模（概算　消費税込）
総額　約40,000,000,000円

参考　23年度　約2,200,000,000円　・　24年度　約19,600,000,000円

25年度　約18,200,000,000円
· 金額は概算であり、県が定める除染対策事業交付金及び国が定める放射線量低減対策特別緊急事業費補助金に定める限度額の範囲とする。
· 仮置き場の設置経費及び管理経費は含まない。

３　プロポーザル方式等の採用理由と導入効果
有効な除染方法が確立されていないなか、経済性に優れただけでなく、より除染効果が期待され、除去物の発生量を極力抑えた効果的な除染方法や安全性等に配慮した高い技術を求めいていく必要がある。また、除去物の保管にあたっては、より市民生活に配慮し安全に管理していくことが必要であるためプロポーザル方式で事業者を決定する。
南相馬市内（警戒区域内及び計画的避難区域等を除く）の除染作業と除去土壌等の管理を的確に実施し、市民の健康と生活環境の安全性を確保する。

４　指名理由
指名する理由は、以下のとおり。

（１）本業務を的確に遂行するに足る技術的能力を有していると思われる。

（２）本業務を的確に遂行するのに十分な財務的基礎を有していると思われる。

（３）本業務に係る経理その他の事務について、的確な管理体制及び処理能力を有すると思われる。

（４）地方自治法施行令（昭和22 年政令16 号）第167 条の４の規定に該当していない。

（５）南相馬市における競争入札参加資格を有しており南相馬市有資格業者に対する指名停止に関する要綱(平成21年4月1日告示14号)に定める指名停止要件に該当していない。
（６）南相馬市入札参加資格者名簿に建築工事で登録されている者で直近の経営事項審査総合数値が１５００点以上である。
（７）会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更正手続き開始の申立て又は民事再生法（平成11年法律第225号）に基づく再生手続き開始の申立てがなされていない。

（８）法人税、法人事業税、消費税及び地方消費税を完納している。

（９）南相馬市建設工事等暴力団排除措置要綱（平成18年1月1日訓令第30号）に定める指名回避措置要件に該当していない。

５　実施条件

南相馬市内の事業者で組織する（仮称）南相馬市復興事業協同組合と共同事業体として当該事業を実施すること。

ただし、当該事業組合との協定書の締結にあたっては、受託候補者として決定された後、受託候補者と当該事業組合が提案内容等に基づき協議のうえ信義に従って行うこと。
６　提案内容
（１）線量の高さ、対象物に応じた除染方法の提案（放射線量の高低に応じた除染対象物毎の除染方法と排水の処理の提案、予想される効果、見積価格（様式４））

（２）除染、除去土壌等の処理の計画提案（目標とする除去率、除去方法、除去手順、線量低減効果を明記した除染計画、工程表、実施体制等）

（３）モニタリングに関する提案（除染効果を評価するためのモニタリング計画、対象物毎の除染前後の線量マップの作成方法、手順等）

（４）放射線・安全管理に関する提案（放射線取扱主任者の配置計画、作業員の放射線防護に関する計画、二次汚染の防止対策等）

（５）仮置き場への運搬・保管・管理に対する提案（除染により発生した除去土壌等の移動、仮置き場での保管及び管理方法、減容の方法等、なお、仮置きの方法については可能な範囲で使用する部材等を詳細に提案すること）

（６）除染作業等に関する管理及び住民に対する提案（管理体制、市民からの問い合わせや苦情に対する窓口やコールセンターに関すること等）

（７）地元企業等との協働に関する提案（共同事業体との共同内容、再委託の範囲、除染作業、物品の調達、そのほか地元企業及び市民団体等との協働に関することについて可能な範囲で提案すること）

７　モデルケースの除染提案
別添資料のモデルケースを対象として、特定避難勧奨地点を含む区域とその他の区域での除染方法とそれに伴う線量低減率の予測、除去土壌等の発生量、除染金額を提案すること。
（１）郊外型住宅…別紙3-1、別紙3-2のとおり
敷地面積　　　　1,600㎡
敷地内構造物　　木造瓦葺2階建　居宅　　　1階床面積190㎡　2階床面積43㎡
木造瓦葺2階建　併用住宅　1階床面積60㎡　2階床床面積52㎡
木造瓦葺1階建　居宅　　　1階床面積60㎡

木造瓦葺1階建　作業場　　1階床面積60㎡

木造瓦葺1階建　物置　　　1階床面積30㎡

木造亜鉛メッキ鋼板片流れ屋根　作業場　30㎡
鉄骨造合成樹脂片流れ屋根　作業場　60㎡

ブロック造陸屋根1階建　　　10㎡
留意事項　　　　敷地内インターロッキング敷約200㎡、砂利敷約100㎡、

屋敷林約300㎡、その他庭等
（２）市街地型住宅…別紙4-1、4-2のとおり
敷地面積　　　　330㎡
敷地内構造物　　木造亜鉛ﾒｯｷ鋼板葺2階建　居宅　1階床面積71㎡　2階床面積35㎡
木造亜鉛ﾒｯｷ鋼板葺2階建　物置　1階床面積18㎡　2階床面積7㎡
屋根付カーポート
留意事項　　　　高所作業車での敷地内作業は不可能
８　実施手順

委託事業者の選定までの実施手順（概要）は以下のとおりとします。

	内　容
	期間等

	実施要領の公表
	平成23年12月22日（木）から

	質問書提出期間
	平成24年1月13日（金）　17時まで

	質問書の回答
	平成24年1月18日（水）　

	提案書等提出期間
	平成24年1月27日（金）　17時まで

	第一次審査（書類審査）
結果通知
	平成24 年2月上旬
※　一次審査参加者全員に結果を通知します。
一次審査通過者には二次審査の案内を併せて通知します。（5者程度）

	第二次審査
（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・ﾋｱﾘﾝｸﾞ審査）
	平成24年2月上旬

	受託候補者選定結果の通知
	平成24年2月中旬に通知します。

※　二次審査参加者全員に結果を通知します。


９　実施要領についての質問について

（１）質問方法

質問書（別紙5のとおり）に質問事項を記載のうえ、メールまたはファクシミリにより「14 担当課（問い合わせ先）」まで提出してください。

（２）期限

平成24年1月13日（金）まで

（３）質問に対する回答方法

平成24年1月18日（水）までにメール等により回答します。

１０　企画提案書等の提出

（１）提出書類

提出書類は、別紙6「提出書類一覧」のとおりです。

（２）提出部数

ア　提出書類は、正本１部と副本９部をそれぞれ製本（ファイル等で綴じる）して提出してください。

イ　副本については、添付した表紙を除き、参加事業者が特定できるような名称、ロゴマーク等は使用しないでください（当該箇所を黒塗りするなど、判別できないようにしてください。）。
（３）提出方法

持参により提出してください。

（４）提出先

「14 担当課（問い合わせ先）」に同じ。

（５）提出期限

平成24年1月27日（金）17時必着

· 持参、郵送を問いませんが、未着、遅延等の場合は、原因の如何を問わず、未提出として取り扱います。

１１　受託候補者の選定手順

南相馬市除染推進委員会（以下「委員会」という。）において、提出された企画提案書等にもとづき一次審査（書類審査）を実施し、一次審査の結果上位5者程度について二次審査（ヒアリング）審査を実施して提案内容を総合的・定性的に評価し、本業務に最も適していると認められる参加事業者を受託候補者として決定したします。

（１）評価基準

	評価項目
	評価の内容

	応募事業者の経歴・理念
	提案事業者の除染に関する実績はどうか

	
	提案事業者の経営状況は適切か

	目標の妥当性
	目的・目標は適切に設定されているか

	
	問題意識が明確であるか

	
	技術に関する動向や問題点を正確に把握し、適切に設定されているか

	進め方の妥当性
	スケジュールの進行管理、進め方（手順、手法）は適切であるか

	
	除染を実施するために必要な体制、施設・設備等が確保されているか

	
	放射線計測、評価に関する知見が保有されているか

	
	従事者への安全性が配慮されているか

	
	除去物の運搬や保管が安全に行えるか

	
	市民への配慮がなされているか

	新規性
	除染に関する独自の調査・研究等がなされているか

	実用性
	実用的な除染となる可能性の有無

	
	実用化する場合の課題を適切に把握しているか

	
	方法における費用として適正な価格としているか

	地域貢献
	地元企業等の活用は図られているか

	
	市民団体との連携は図られているか


（２）審査方法

ア　第一次審査（書類審査）
提出された企画提案書等に対し、委員会で第一次審査を実施し、第一次審査通過者を選定します（５者程度）。
イ　第一次審査の結果は、平成24年2月上旬に通知します。
ウ　第二次審査（企画提案についてのプレゼンテーション及びヒアリング審査）

第一次審査通過者に対し、委員会が第二次審査を実施し、契約を締結する受託候補者を選定します。

プレゼンテーション及びヒアリングの方法、日時については別途お知らせします。

（３）受託候補者選定結果通知

平成24年2月中旬に通知します。

１２　参加者の失格

次のいずれかに該当する場合は失格とします。

（１）提出書類に虚偽の記載があった場合

（２）「４　指名理由」を満たさなくなった場合

（３）審査の透明性・公平性を害する行為があった場合

（４）企画提案書等が提出期限を過ぎて提出された場合

（５）前各号に定めるもののほか、提案にあたり著しく信義に反する行為があった場合
１３　その他留意事項

（１）本件に参加する費用は、すべて参加事業者の負担とします。

（２）提出書類は、日本語を用いるものとし、やむを得ず外国語で記載するものについては、その日本語の訳文を付記又は添付してください。また、通貨は日本円とします。

（３）書類提出後の企画提案書等の修正又は変更は一切認めません。

（４）提出された企画提案書については返却しません。

（５）企画提案書について情報公開請求があった場合は、南相馬市情報公開条例に基づき、提出書類等を公開することがあります。

（６）市は提出された文書等について、必要に応じて無償で使用できるものとします。

（７）受託候補者と業務委託内容説明書及び提案書に基づき、協議により市指定の契約書案（別紙7）により締結します。なお、協議により契約書、業務委託内容説明書及び提案書の内容を一部変更する場合があります。

（８）仮置き場の設置経費と管理経費については、仮置き場の場所が未定であるため積算根拠となる道路付けや敷地造成の有無などが不明確であることから、仮置き場の設置経費等については、受託候補者と協議により決定します。
（９）平成24年度および平成25年度については、市議会にて予算が成立後、本件の契約を締結します。

（10）指名事業者が他の事業者と共同事業体等を組み提案することを妨げるものでありません。ただし、指名事業者が複数の提案を提出することはできません。
１４　担当課（問い合わせ先）

南相馬市市長公室除染対策室

〒975-8686　福島県南相馬市原町区本町二丁目27番地

担当者　横田・田邊
電話：0244－24－5257　ＦＡＸ：0244－24－5214

Ｍａｉｌ：josentaisaku@city.minamisoma.lg.jp
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